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ノーベル賞受賞の２人目は初受賞湯川の友人だった 

 

 日本人として２人目のノーベル賞受賞者となったのは、最初の受賞者の湯川

秀樹から１６年経った１９６５年の朝永振一郎だった。分野は物理学賞でしか

もどちらも理論物理学の功績が認められたものだ。 

 

 理論物理学の研究は、よく「紙と鉛筆だけ」と言われるように、頭脳の勝負

である。戦後、ゼロから出発した日本の科学研究現場には、ろくな実験装置も

なく、まさに紙と鉛筆しかなかった。朝永がノーベル賞を受賞した１９６５年

は、東京オリンピックが開催された翌年であり、日本人はようやく自信を取り

戻そうとしていた。そのころから奇跡の高度経済成長が始まった。 

 

 

 

机を並べて研究した２人 

朝永振一郎のノーベル賞受賞は、湯川英樹の業績抜きには語れない。湯川、

朝永が活躍した時代の日本の理論物理学界は、「紙と鉛筆」だけで、世界のトッ

プクラスの研究グループを形成していた。 

 

 湯川、朝永は、どちらも父親が京大の教授であり、厳格な家庭に育った。京

都一中、京都三高、京都大学とまったく同じコースを歩き、同じ年に卒業して

京大の玉城教授の研究室で量子力学の研究に没頭した。 

 

湯川は朝永よりも一年後輩だったが、湯川が中学の時に一年飛び級して高校
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へ入学したので、高校、大学は同学年になった。 

 

この二人の英才は、玉城研究室で勉強するときには、同じ部屋で机を並べて

研究していた。朝永はそのころを振り返り、「湯川君は考え出すとぶつぶつ独り

言をいってうるさいので、僕は図書館に逃げることにしていたよ」と語ってい

る。 

 

 

アインシュタインの影響で量子力学を研究 

 2人が量子力学へ進むきっかけになったのは、中学時代に来日したアインシュ

タインの影響と、1927 年、京大の学生時代に来日した 2人の若き天才ハイゼン

ベルグ（1932 年ノーベル物理学賞受賞）とディラック（1933 年ノーベル物理

学賞受賞）の講演を京都で聴いたことだった。二人の英才が、中学生から大学

生時代に学問への魅力を感じ取った感性は素晴らしい。 

 

ハイゼンベルグはドイツのバイエルン州の学都ビュルツブルクで生まれた。

ミュンヘン大学を卒業後コペンハーゲン大学のニールス・ボーア（1922年ノー

ベル物理学賞受賞）のもとに留学、25 年にマトリックス力学を創始し、シュレ
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ージンガー（1933 年ノーベル物理学賞受賞）の波動方程式とともに量子力学の

基礎を築いた。 

 

2 人が来日したとき、ハイゼンベルグ 26 歳、ディラック 25 歳である。しか

しこの若さで 2 人とも後にノーベル賞受賞の対象となる業績を出していた。多

くのノーベル賞受賞者は、２０歳代に基礎的な業績をあげている。この二人は

すでに２０歳代でヨーロッパの研究所で招待講演をしており、来日したときも

アメリカ大陸での講演旅行の帰りがけであった。 

 

2人の若き天才の講演を聴いて、日本人の二人の英才、湯川、朝永は大いに刺

激され、量子力学にいよいよ興味をそそられていった。それから間もなく 2 人

は京大を卒業して、湯川は大阪大学へ、朝永は理化学研究所へと分かれていく。 

 

朝永は理研の仁科研究室に入り、そこで学位を取得している。 

 

戦前から戦後へと研究は続く 

朝永は 1937年に日独交換留学生としてドイツに留学し、若き日に京都で講演

を聴いて影響を受けたライプツィッヒ大学のハイゼンベルグに師事、原子核理

論の研究に没頭していた。 

 

1941 年１2 月に太平洋戦争が勃発し、アメリカ、イギリスからの文献は一切

こなくなった。しかし、大阪の湯川と東京の朝永は、お互いに共同歩調をとり

ながら研究を続行する。 

 

そのころの課題は、湯川の予言した中間子論を確固とし理論に確立すること

だった。朝永や理研の研究グループも加わって、学術討論がしょっちゅう交わ

された。 

 

その中から、坂田昌一、谷川安孝が主張する 2つの中間子論が登場する。 

 

これは湯川の項で紹介した、アンダーソンらが霧箱の飛跡の中に見つけた粒

子は、湯川の中間子とは別物だと言う説である。宇宙から飛んできた粒子は、

大気の上層でまず湯川の中間子が生まれ、これが大気中で崩壊してアンダーソ

ンの中間子に変わるという説である。これはその後、パウエルの宇宙線の写真

乾板に残る飛跡によって、正しいことが証明される。 
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坂田は戦後、さらに研究を発展させ、電子と光子（電磁場）の相互作用には、

Ｃ中間子という未知の中間子が隠れた働きをしているという説を発表する。こ

れが朝永の電子の質量の一部に、電磁波の反作用の効果が入っているという、

「くりこみ理論」の発想の端緒につながっていった。 

 

 

 

湯川から１6年ぶり日本人 2人目の受賞 

朝永はその後、「場の量子論」が相対性理論との関係が必ずしもはっきりしな

い欠点があることに取り組み、空間の各点はそれぞれ固有の時間をもつと考え

る「超多時間理論」によってこの欠点を説明した。電子・電磁場系に対する場

の理論は、物理量を計算するとすべて無限大になるという矛盾を持っていた。 

 

しかし超多時間理論を適用すると、無限大の各項は電子の質量や電荷への補

正と考えればよいことに気がつき、無限大を電子の質量や電荷にくりこんでし

まえばすべての物理量は有限となり、理論と実験はほぼ一致するとの結論にた

どり着く。 

 



 5 

 

 

くりこみ理論の完成で世界に知られる 

朝永が 1947年に発表した「くりこみ理論」は、世界の理論物理学界にも衝撃

を与え、朝永の名前は広く知られるようになる。 

 

1965年、朝永は「量子電磁力学の分野における基礎的研究」によって、日本

人として 2人目のノーベル物理学賞を受賞した。湯川受賞から１6年ぶりの快挙

であり、共同受賞はアメリカのシュウィンガー、ファインマンであった。 

 

 
 

朝永と湯川は同時代に生きた理論物理学の「二人の巨人」である。朝永は計
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算術に優れていて、理論の細かいことまで熟知していた。文献をよく読み、物

性論のような専門外のことでも優れた業績を残している。講義も懇切丁寧であ

り、理論の説明でも歴史に遡って詳しく話をし、時間が長くかかっても平気だ

った。 

 

朝永は、１９４９年から東京文理科大学（東京教育大学の前身校、現・筑波

大学）教授になり、プリンストン高等研究所に滞在し、量子多体系の研究を行

った。その後学長になり、日本学術会議会長も務めた。 

 

人柄は飾らない庶民派であり、落語を愛し教授となってから東京大学の学園

祭（五月祭）に出かけ、得意のドイツ語で落語を演じるなどして、大いにうけ

たと記録に残っている。 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E6%96%87%E7%90%86%E7%A7%91%E5%A4%A7%E5%AD%A6_(%E6%97%A7%E5%88%B6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E6%95%99%E8%82%B2%E5%A4%A7%E5%AD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AD%91%E6%B3%A2%E5%A4%A7%E5%AD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AD%91%E6%B3%A2%E5%A4%A7%E5%AD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%97%E3%83%AA%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%B3%E9%AB%98%E7%AD%89%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%89%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%90%BD%E8%AA%9E
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjNjent-MbhAhUKObwKHUstC-oQjRx6BAgBEAU&url=http%3A%2F%2Ftomonaga.tsukuba.ac.jp%2Fkako%2Fevent%2Fexhibition.htm&psig=AOvVaw0txvvMldgkQmuRKS80bLXa&ust=1555034420061707

